




































特徴を中心的に扱った研究が多く（藤居 1957，1961； 遠藤 1984； 水野 1987； 山下 1999； 
学習国語辞典における接尾辞「的」の語釈に関する考察と提案（大塚貴史） 
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比較し（表 1）、「時代が下ってくるにつれて、いくつかの意味に分けて記述されるよ
うになっている」（遠藤 1984: 130）と指摘している。 
 





































（大塚ほか 2016； 矢澤ほか 2016； 橋本ほか 2017； 大塚 2017，2018）を除き、従来研究
対象とされること自体がなかった。このうち、大塚（2017，2018）では大塚ほか
（2016）の調査結果2を踏まえて次の (1) (2) に注目した。 
                                                                
1 現行の国語辞典を対象に語釈の特徴などを分析した研究としては、大塚（2016）などがある。 





(1)   小学生が［小学］を用いても語の意味を十分に理解できない要因は何か。
また、［小学］の検索成功率が低くなる要因は何か。 



























                                                                
3 (2)  は大塚（2018）でのみ扱った。 
4 高校生と大学生の他、日本語学習者 3 名と国語科教師 6 名にも調査を実施している。ただし、
これらの調査対象者の調査結果は本稿の論旨と直接的な関わりを持つものでないため割愛する。 




査文（表 2）とその調査結果（表 3）である。 
 
表 2 篭島（2017）の調査文のうち「A的」に注目させた文 
調査文番号と調査文 適／不適6 訂正案 
2 変化的気温のせいで体調を崩した。 不適 気温の変化の 
4 二つの事項の関係的なつながりを見通すべきだ。 不適 関係を 
7 このビルには構造的な欠陥がある。  適 ― 
12 部分的に切り取って利用する。  適 ― 
14 存在的にはあやふやである。 不適 存在は／存在が 
18 一般的には今回のケースのようにはいかない。  適 ― 
20 発生的原因は二つの薬品だ。 不適 発生した 
26 概念的で具体性に欠けている解説だ。  適 ― 
32 彼と僕の意見は同一的ではない。 不適 同一ではない 
34 目標的に向かって進んでいく。 不適 目標（目的）に向かって 
 








12 部分的  適 73（97.3 %） 49（84.5 %） 122（91.7 %） 
18 一般的  適 67（89.3 %） 53（91.4 %） 120（90.2 %） 
7 構造的  適 54（72.0 %） 49（84.5 %） 103（77.4 %） 
26 概念的  適 52（69.3 %） 49（84.5 %） 101（75.9 %） 
14 存在的 不適 39（52.0 %） 31（53.4 %） 70（52.6 %） 
32 同一的 不適 32（42.7 %） 17（29.3 %） 49（36.8 %） 
20 発生的 不適 19（25.3 %） 19（32.8 %） 38（28.6 %） 
34 目標的 不適 8（10.7 %） 13（22.4 %） 21（15.8 %） 
2 変化的 不適 15（20.0 %） 5（   8.6 %） 20（15.0 %） 
4 関係的 不適 13（17.3 %） 5（   8.6 %） 18（13.5 %） 
 
表 3を見ると、適切と考えられる「A的」でも許容率が 90% に満たないものがあった
                                                                
5 篭島（2017: 39）は、「『学習「論理語イ」一覧表』のうち 4年生以上に配当されている漢語名詞
を選び、そのうち中学校教科書ではそれほど使われていないが高等学校教科書では急に使用例・
使用頻度が増えるものを計 18語選」んでいる。 





























指導要領（平成 29年告示）解説  国語編』で示されている。(3) は『小学校学習指導要
                                                                




それはもはや用例を示す形式だけでは不十分である。 （佐竹 2000: 46） 
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領（平成 29 年告示）』に示されている小学校の第 5 学年及び第 6 学年における国語科
の内容のひとつであり、(4) は (3) の下線部に関する『小学校学習指導要領（平成 29
年告示）解説  国語編』の記述である。 
 
(3)   思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で使うとともに、語句と語
句との関係、語句の構成や変化について理解し、語彙を豊かにすること。
また、語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使うこ
と。 （『小学校学習指導要領（平成 29年告示）』p.35，下線は筆者） 

























表 4 調査に使用した［小学］の一覧 
『書籍名』（出版社／発行年） 見出し語数 本稿での略称 
『新レインボー小学国語辞典  改訂第四版  ワイド版』 
 （学研教育出版／2011年） 
37000語 ［小学Ⓐ］ 
『チャレンジ小学国語辞典  第五版』 
 （ベネッセコーポレーション／2011年） 
33700語 ［小学Ⓑ］ 
『例解学習国語辞典  第九版』 （小学館／2010年） 34000語 ［小学Ⓒ］ 
『三省堂例解小学国語辞典  第五版』 （三省堂／2011年） 35000語 ［小学Ⓓ］ 
 






















Ⓓ］が挙げる類義表現の数はいずれも 2 つであるため、これらは「的」の意味を 2 つ
に分ける立場をとっているものと推察される。ここで、便宜的に［小学Ⓐ］が挙げる
                                                                
8 例えば、［小学Ⓒ］には「的」の項目に (ii) のように記されている。 
(ii) ①めあて。目標。例 目的。②あることばにそえて、「…のような」「…の性質をもつ」
の意味を表す。例 文化的。熟語 的確・的中／具体的・現実的・標的・楽天的。 












表 6 ［小学］における「的」の意味分類 
分類 類義表現 例（［学習Ⓐ］）9 記載辞典 
〈比喩〉 …のような。（…らしい。）10 動物的な強さ。 ⒶⒷⒸⒹ 
〈関連〉 …についての。…に関わる。 科学的に説明する。 Ⓐ 







表 7 調査に使用した［一般］の一覧 
『書籍名』（出版社／発行年） 見出し語数 本稿での略称 
『新明解国語辞典  第七版』 （三省堂／2012年） 77500語 ［一般Ⓘ］ 
『岩波国語辞典  第七版』 （岩波書店／2009年） 65000語 ［一般Ⓙ］ 
『明鏡国語辞典  第二版』 （大修館書店／2010年） 70000語 ［一般Ⓚ］ 
『三省堂国語辞典  第七版』 （三省堂／2014年） 82000語 ［一般Ⓛ］ 
 





































































表 9 ［一般］における「的」の意味分類 
分類 類義表現など 例（［一般Ⓛ］） 記載辞典 
〈比喩〉 …のような。似た性質を持つ。 家庭的。 ⒾⒿ Ⓛ 





〈観点〉 …として（の）。 わたし的には。テレビ的には。 Ⓘ ⓀⓁ 
〈典型〉 …らしい。 貴族的。   Ⓛ 
〈適合〉 …にかなう。 論理的。    Ⓛ 










表 10 ［小学］と［一般］における「的」の意味のまとめ 
 〈比喩〉 〈関連〉 〈状態〉 〈観点〉 〈典型〉 〈適合〉 〈引用〉 〈呼称〉 
［小学Ⓐ］ 有 有 有 無 無 無 無 無 
［小学Ⓑ］ 有 無 有 無 無 無 無 無 
［小学Ⓒ］ 有 無 有 無 無 無 無 無 
［小学Ⓓ］ 有 無 有 無 無 無 無 無 
［一般Ⓘ］ 有 有 無 有 無 無 無 無 
［一般Ⓙ］ 有 無 有 無 無 無 無 有 
［一般Ⓚ］ 無 有 有 有 無 無 無 有 









次に、小学校用教科書に見られる「A的」を調査した。調査には (5) に示す 2種類
のデータを用いた。 
 
(5) a.  「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（以下、BCCWJ）に収録された教科
書データ 









果、延べ 107 語、異なり 36 語の「A 的」が収集された14。これらを併せると延べ 140
語、異なり 47語となる（用例は 3.3節の表 12に示す）。 
 
                                                                
11 語彙素が「的」、かつ品詞の大分類が「接尾辞」であるものを短単位検索にかけた。 
12 語の構成要素となっていない (iii) のような「的」が見られたが、これは本文中に示した用例数
には含めていない。 
(iii) 上の語に下の語が意味をそえて、様子や状態を表すもの 的  …「―のような」「―の






「社会的」が 1例見落とされていたため、「的」の用例数は延べ 106語、異なり 35語と報告されて
いる。本文の延べ 107語、異なり 36語という数値は、この「社会的」を加算したものである。 
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3.3 小学校用教科書の用例と［小学］の語釈の対応 





(6) a.  通常は単独での使用が不可能と考えられる語基を有する「A 的」（「合理
的」「積極的」等）の「的」 









検証の対象となる用例は延べ 108語、異なり 30語となった。 



















表 11 小学校用教科書に見られる「A的」の「的」の意味タイプ 
タイプ 〈比喩〉 〈関連〉 〈状態〉 
〈a〉 ×  × 
〈b〉 × ×  
〈c〉 ×   




る「的」の具体的な使用例は (7) ～ (10) の通りである。 
 
表 12 小学校用教科書に見られる「A的」とタイプ〈a〉～〈d〉の対応 
タイプ 小学校用教科書に見られる「A的」（用例数） 
〈a〉 
国際的 （4） 科学的 （2） 栄養的 （1） 社会的 （1） 生理的 （1） 世界的 （1） 
物質的 （1）      
〈b〉 
具体的 （20） 計画的 （6） 発展的 （6） 人工的 （4） 総合的 （4） 直接的 （4） 
突発的 （3） 自動的 （2） 特徴的 （2） 友好的 （2） 理想的 （2） 意欲的 （1） 
衛生的 （1） 慣用的 （1） 献身的 （1） 代表的 （1） 本格的 （1）  
〈c〉 伝統的 （3） 基本的 （1）     
〈d〉 
効果的 （23） 歴史的 （2） 運命的 （1） 科学的 （1） 基本的 （1） 効率的 （1） 
国際的 （1） 精神的 （1） 世界的 （1）    
 （下線を引いた「A的」は文脈によって異なるパターンに解釈されたものであることを表す） 
 
(7) タイプ〈a〉  
 a.  レタスやプチトマトなどを盛りつけると、いろどりも栄養的なバランス
もよくなるよ。 （BCCWJ／技術家庭／小 6） 
 b.  その一つは、物質的な援助だけでなく、防災事業と住民の生活援助を合
わせて行ったことである。 （光村国語／小 5） 
(8) タイプ〈b〉  
 a.  わたくしたちは、遠い宇宙のかなたに住むピロル星人です。地球の方々
と友好的な関係を築きたいと思っています。 （BCCWJ／国語／小 5） 
 b.  無人で自動的に気象観測を行う。 （光村国語／小 5） 
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(9) タイプ〈c〉  
 a.  「地いきの材料やわざを生かして、生活にみっ着した伝とう的な工芸品が
たくさんあるね。」 （BCCWJ／社会／小 4） 
 b.  私は、自分が何年たっても基本的に変わっていないと、よく自分に言い
聞かせます。 （光村国語／小 6） 
(10) タイプ〈d〉  
 a.  そこで、農家は機械を使って広い耕地をたがやし、効率的な生産を行う
ように努力しています。 （BCCWJ／社会／小 5） 
 b.  そんな思いで過ごしていたある日、私に運命的な救いの手が差しのべら






























(11)   【話し言葉】音声で表す言葉。基本的に、その場限りで消えてしまう。 























                                                                
17 前出の［一般Ⓛ］では、「基本的」について「①基本となるようす。」「②〔「―に」の形で〕原
則として。だいたい。」という 2つのブランチを立てている。 
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的」は延べ 33 語、異なり 20 語であったため、中学校用教科書は小学校用教科書から
延べ語数、異なり語数とも大幅に増加することが分かる。次に、この中学校用教科書




延べ 201語、異なり 75語となった。また、検証方法も 3.3節と同様に「〈〇〇〉に対応
する類義表現とはパラフレーズ不可能」という消極的な意味付けを採用した。その結
果、中学校用教科書から収集した「A 的」の「的」は表 13 に示すような 14 のタイプ
に分けられた。 
 
表 13 中学校用教科書に見られる「A的」の「的」の意味タイプ 
タイプ 〈比喩〉 〈関連〉 〈状態〉 〈観点〉 〈典型〉 〈適合〉 〈引用〉 〈呼称〉 
〈e〉  × × × × × × × 
〈f〉 ×  × × × × × × 
〈g〉 × ×  × × × × × 
〈h〉 × × ×  × × × × 
〈i〉 × × × ×  × × × 
〈j〉 × × × × ×  × × 
〈k〉  ×  × × × × × 
〈l〉 ×   × × × × × 
〈m〉 ×  ×  × × × × 
〈n〉 ×  ×  ×  × × 
〈o〉 × ×   × × × × 
〈p〉 × ×  ×  × × × 
〈q〉 × ×  × ×  × × 







表 14 中学校用教科書に見られる「A的」とタイプ〈e〉～〈r〉の対応 
タイプ 中学校用教科書に見られる「A的」（用例数） 
〈e〉 人間的 （1）      
〈f〉 国民的 （1） 造型的 （1）     
〈g〉 
代表的 （5） 立体的 （5） 自動的 （4） 具体的 （3） 魅力的 （3） 一般的 （2） 
感動的 （2） 人工的 （2） 抽象的 （2） 統一的 （2） 特徴的 （2） 封建的 （2） 
意識的 （1） 客観的 （1） 強制的 （1） 継続的 （1） 恒久的 （1） 合法的 （1） 
実用的 （1） 総合的 （1） 対照的 （1） 多面的 （1） 徹底的 （1） 統制的 （1） 
独創的 （1） 武断的 （1） 平均的 （1） 補助的 （1） 補足的 （1） 連続的 （1） 
露悪的 （1）      
〈h〉 
地域的 （30） 全国的 （6） 世界的 （3） 国際的 （2） 多面的 （2） 文法的 （2） 
社会的 （1） 全体的 （1） 地理的 （1） 文化的 （1） 歴史的 （1）  
〈i〉 近代的 （3）      
〈j〉 現実的 （1） 理論的 （1）     
〈k〉 悲劇的 （1） 平面的 （1） 躍動的 （1）    
〈l〉 伝統的 （12）      
〈m〉 栄養的 （4） 経済的 （3） 軍事的 （2） 視覚的 （2） 技術的 （1） 歴史的 （1） 
〈n〉 社会的 （3） 心理的 （2） 政治的 （2） 身体的 （1）   
〈o〉 ボランティア的 （1）     
〈p〉 中心的 （2） 中心地的 （1）     
〈q〉 基本的 （13） 計画的 （8） 本格的 （3） 規則的 （1）   
〈r〉 
歴史的 （4） 効果的 （3） 事務的 （3） 世界的 （3） 個性的 （2） 日常的 （2） 
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の「的」についても、その多くに対応することが可能である。中学校用教科書に見ら
れる「A 的」の「的」の意味は、8 つの意味すべてで解釈できないタイプ〈r〉を除く






連〉〈状態〉を併せると、タイプ〈r〉を除いた 13 のタイプ延べ 177 語のうち 10 のタ



























例えば表 15に挙げる 4つの［中学］を調査すると、「的」の語釈はそれぞれ表 16のよ
うになり、それらは表 17のように整理される。 
 
表 15 調査に使用した［中学］の一覧 
『書籍名』（出版社／発行年） 見出し語数 本稿での略称 
『旺文社標準国語辞典  第七版』 （旺文社／2011年） 47000語 ［中学Ⓔ］ 
『ベネッセ新修国語辞典  第二版』 
 （ベネッセコーポレーション／2012年） 
47000語 ［中学Ⓕ］ 
『学研現代標準国語辞典  改訂第三版』 
 （学研プラス／2016年） 
50000語 ［中学Ⓖ］ 
『例解新国語辞典  第九版』 （三省堂／2016年） 59000語 ［中学Ⓗ］ 
 


















表 17 ［中学］における「的」の意味分類 









決定的。合法的な活動。 ⒻⒼ  
〈観点〉 …として（の）。 科学的。教育的。 ⒺⒻ   
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